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ついていくつかのモデルが提唱されている（Canale & Swain, 1980; Bachman & Palmer, 1996）。学
校教育における外国語教育で養うべきコミュニケーション能力についても、達成すべきコミュニケ
ーションタスクを選出して表現活動の単元とする教科書もある。また、欧州言語共通参照枠





























































































































湯川・高梨・小山（2009）はスピーキングテストも実施した。これは、あらかじめ決められた 1 問 1
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答形式の「スピーキング」テストとは異なり、児童が英語を使って語彙・文法の知識に加えて、
Bachman and Palmer のモデルの中で「機能能力」、「社会言語能力」、「方略能力」と呼ばれている
能力（Bachman and Palmer、1996）も駆使して、初対面の英語母語話者 1 名とペアで約 3 分間交
流するという対話タスクを課すパフォーマンステストであった。2010 年度までで総計 734 名が受験
した（私立 3 校、公立 5 校、年度を変えて複数回受験した公立校あり）。そのうち、４校 236 名につ
いては、「発音」、「語彙・文法」、「集中力」、「表現力」、「会話統制力」の 5 つの観点を４点満点で
評価した結果をまとめてある（湯川・高梨・小山 2009 の第 6 章）。テストや評価方法の詳細につい















































































になってきている（松宮 2009; 白畑 2010; Uematsu, 2012）。ただ、それでも結果にはばらつきがあ
る。 
見方を変えて、中学校入学時の英語コミュニケーション力や情意面の状態という変数が、中学




湯川・小山・杉本（2012）は、関西の１私立中学校の 1 年生 130 名を対象に、入学時に日本の





の習熟度を予測した（R2=.17, F=8.83 (2,84), P=.020）。しかし、情意と学習行動の計８つの構成概
念に増やして同じ学校の別の学年グループに同様の調査をした Yukawa, Koyama, and Sugimoto
（2012）では、中学２年生終了時の年度末習熟度は、入学時の英語コミュニケーション力の影響よ










































































5.1 2000 年代の YL 研究 







る一連の研究がある（Muñoz, 2006b）。1995 年にスペインでは、外国語教育が 11 歳での開始
（Age of Onset（学習開始時期、略して AO）=11 歳）から 8 歳開始（AO=8 歳）に早期化し、それに
伴って中等教育機関でのカリキュラムも変わったため、この過渡期を活用し、それぞれの AO で 
総学習時間が 200 時間、416 時間、726 時間を経過した時の３時点においてあらゆる項目につい
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て能力を測定した。 
その結果分かったことは、 ①８歳で英語学習を開始した学習者（YL）は 11 歳で英語学習を開
始した学習者（OL）よりも習得が遅いことと、②長期的なスパンでも YL は OL を追い越すことはな
いということであった。この傾向は、他の研究においても繰り返し同様の結果がでている（García 









部分であった（Muñoz, 2006b, p. 30）。Muñoz は、形態素や統語に関する能力が、YL においては




という要因に起因するのではないとする（Muñoz, 2006b, p.32）。 
Muñoz（2006a）の編集本の中で報告されている BAF プロジェクトデータで、唯一、OL の優位性
がはっきりとは出てこなかったのは、Fullana（2006）による英語音素の弁別（単語内の２つの音素
が同じか異なるかを答えるタスク）と産出（聞こえた単語を繰り返すタスク）に関する研究である。他











第２点目は、今後の再検証をまたなければならないものの、YL と OL の習得スピードの開きには、
学習者の学習ステージや言語の側面によって差があるのかもしれないという点である。このことは、
先の YL の習得スピードが遅いという事実に加えて、YL の指導方針や目標設定に大きな示唆を
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与えてくれる。日本で今後 5 年 6 年生について週 3 時間、教科として英語授業をすることになれ
ば、BAF プロジェクトのタイム１、つまり 200 時間の学習時間に匹敵する時間数が確保されることに
なり、それに加えて 3、4 年生でも多少の英語授業がなされれば、200 時間を超えることになる。ロ
ーマ文字を母語とするヨーロッパ人に比べて初歩の読み書きに時間のかかる日本人学習者の場
合、一般的に、ヨーロッパの小学生と同じスピードで教えることはできないであろうと予測されるが、










































義か』シンポジウム２「早期英語は有効か」で行った口頭発表（招待発表 2012 年 9 月 9 日）およ
び児童英語教育学会（JASTEC）関西支部秋季大会で行った「課題別分科会コミュニケーション能
力の素地を育成するために-小学校期での育成にふさわしい能力とは‐」（招待発表 2014 年 11 月
10 日）をもとに大幅に加筆修正したものである。 
2 文部科学省（n.d.）「平成 25 年度公立中学校・中等教育学校(前期課程)における英語教育実施
状況調査の結果について」（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/ detail/__ics  
Files/afieldfile/2014/09/03/1351570_05.pdf）によれば、平成 25 年に 9,653 校を対象に 30,813
名の教員から得たアンケート調査では、授業における英語使用状況について次のような結果がで
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